
 

政府･与党社会保障改革本部 

議 事 次 第 

 

平成 23 年 12 月５日(月) 

1 9 : 0 0 ～ 1 9 : 2 0 

官 邸 ４ 階 大 会 議 室 

 

１．開 会 

２．「社会保障・税一体改革成案」の具体化について 

３．閉 会 

 

 

配布資料 
 
（資料１）    政府・与党社会保障改革本部 名簿 
 
（資料２－１）社会保障・税一体改革成案 
 
（資料２－２）社会保障・税一体改革の概要 
 
（資料３）    社会保障・税一体改革の当面の作業スケジュールについて 

（8 月 12 日公表） 
 
（資料４）    厚生労働大臣提出資料 
 
（資料５）    民主党社会保障と税の一体改革調査会長提出資料 

子ども・子育て新システム検討会議作業グループ

基本制度ワーキングチーム（第 17 回） 

平成２３年１２月６日 

資料６ 
政府・与党社会保障改革本部配布資料（抜粋） 



政府・与党社会保障改革本部 名簿 
   

（本部長）  

内閣総理大臣 野田 佳彦 

（本部長代理）  

内閣官房長官 藤村 修 

社会保障・税一体改革担当大臣 古川 元久 

（政府側構成員）  

総務大臣 川端 達夫 

財務大臣 安住 淳 

厚生労働大臣 小宮山 洋子 

経済産業大臣 枝野 幸男 

国家戦略担当大臣、内閣府特命担当大臣(経済財政政策) 古川 元久 

内閣府特命担当大臣(少子化対策) 蓮  舫 

内閣官房副長官 齋藤 勁 

内閣官房副長官 長浜 博行 

内閣官房参与（事務局長） 峰崎 直樹 

（与党側構成員）  

民主党幹事長、参議院議員会長 輿石 東 

民主党幹事長代行 樽床 伸二 

民主党政策調査会長 前原 誠司 

民主党政策調査会長代行 仙谷 由人 

民主党国会対策委員長 平野 博文 

民主党参議院幹事長 小川 敏夫 

民主党幹事長代理 城島 光力 

民主党政策調査会長代理 三井 辨雄 

民主党政策調査会長代理 櫻井 充 

民主党社会保障と税の一体改革調査会長 細川 律夫 

民主党社会保障と税の一体改革調査会事務局長 長妻 昭 

民主党税制調査会長 藤井 裕久 

民主党税制調査会事務局長 古本 伸一郎 

国民新党幹事長 下地 幹郎 

国民新党政務調査会長 亀井 亜紀子 

 

資料１ 



社会保障・税一体改革の当面の作業スケジュールについて社会保障・税一体改革の当面の作業スケジュールについて

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １・２・３月 24年度以降・備考

全体

社
会
保
障
関
係

番号関係

税制関係

与 野 党 協 議

診療報酬改定・介護報酬改定の
諮問・答申

○ 非正規労働者適用拡大その他の取りまとめられた
もの：平成24年以降速やかに法案提出、順次実施

○ 上記の法案提出後も、平成24年以降残された課題
を継続的に検討

通常国会に必要な法案提出

求職者支援法施行

非正規総合
ビジョンの策定
（年内目途）

非正規総合ビジョンの
検討

社会保障審議会
医療部会・医療保険部会・
介護給付費分科会、
中医協における議論

社会保障審議会

医療部会・医療保険部会・
介護保険部会
における議論

８月までのできる限り
早期に社会保障審議会
年金部会等における議論
開始

医療保険・年金を横断し、
雇用政策と連携した総合的
な検討の場を設けて検討

子ども・子育て
新システム

子ども・子育て新システム
検討会議等における検討

制度案取りまとめ

診療報酬・
介護報酬改定

医療経済実態調査
・介護事業経営

実態調査取りまとめ

診療報酬改定・
介護報酬改定
の基本的な方針
の取りまとめ

医療・介護の
基盤整備の法整備

改革案取りまとめ

一体的に医療・介護提供体制の
機能強化

非正規労働者
適用拡大

産業政策と連携して横断的に検討

年金現行制度
の改善

（最低保障機能強化、
被用者年金一元化、
支給開始年齢引上げ、
マクロ経済スライド 等）

改革案取りまとめ
改革項目によっては

継続検討

基礎年金1/2

就労促進

平成23年度分の
取扱いや税制抜本
改革の検討状況を
踏まえ、平成24年度
以降の取扱いを決定

・４月実施

・雇用保険、求職者支援
制度の財源の検討

新年金制度

○ 医療保険・介護保険関連改正法案：
税制抜本改革とともに平成24年以降関係法案提出
（財源確保とともに順次実施）

○ 最低保障機能の強化関係：税制抜本改革とともに
平成24年以降速やかに関係法案提出
（財源確保とともに順次実施）

国・地方関係

社会保障給付費の整理に関する検討会での地方単独事業費を含む社会保障給付費統計の整理

保険制度改正
（国保財政の基盤強化・
都道府県単位化、高額
療養費見直し、受診時
定額負担、総報酬割等）

○ 基盤整備一括法（仮称）：
平成24年目途に法案提出

集中的な議論

労働政策審議会
における議論

議論の取りまとめ

※被用者年金一元化に
ついて並行して協議・調整

労働政策審議会の議論を踏まえ、
平成24年目途に法案提出

・有期労働契約関連法案
・パートタイム労働関連法案
・高年齢者雇用対策関連法案

税制抜本改革とともに、
早期に法案提出

・税制抜本改革以外の財源も
含めて検討

・恒久財源を得て早期に
本格実施

23年度中に法案提出（附則104条）
税制改革案
取りまとめ

・2010年代半ばまでに
段階的に10％まで引上げ

平成23年度の基礎年金
1/2の財源の検討

（復興増税スキーム）

新 年 金 制 度 に つ い て は 、 国 民 的 な 合 意 に 向 け た 議 論 や 環 境 整 備 の 状 況 を 踏 ま え つ つ 検 討

非正規、高齢者
雇用など雇用政策

との連携

障害者関係 通常国会への障害者総合福祉法案（仮称）の提出を目指す障がい者制度改革推進会議総合福祉部会における議論

平成23年度の1/2財源→３党合意を
踏まえ、三次補正における取扱いを検討

与野党協議の状況を踏まえつつ、
税制調査会における議論

秋 以 降 番 号 法 案 （ 仮 称 ） 提 出
個別法の提出（番号法提出後）
（税務分野・医療分野等）

パブリックコメントを実施、
意見の検討

社会保障
給付費統計

地方単独事業を含めた社会保障給付の全体像及び費用推計を総合的に整理

番号法案（仮称）作成 等

周知、広報活動を展開 （全国47都道府県リレーシンポジウム、都道府県・市町村職員向け説明会など）

国と地方の協議の場で分科会を設け議論

資料３

CS733259
長方形



平成 23 年 12 月 5 日 
 
 

本部長（総理大臣）指示 

 

 

 

１．年内目途に、6 月の「成案」を具体化した「素

案」とりまとめ。 

 

 

 

２． 政府・与党間で十分調整。 

政府部内は、関係５大臣を中心にとりまとめ。 

  

 

 

３．社会保障の機能強化の内容等を国民にわかり

やすく説明。 

 

 




